
７
月

日
・

日
の
両
日
、
第

11

12

回
つ
べ
つ
夏
ま
つ
り
が
、
河
岸

45公
園
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

リ
コ
ー
ダ
ー
、
吹
奏
楽
の
演
奏

で
幕
開
け
し
た

日
の
前
夜
祭
は
、

11

恒
例
の
つ
べ
つ
千
人
お
ど
り
、
も

ち
ま
き
大
会
な
ど
で
盛
り
上
が
り
、

呼
び
物
の
花
火
大
会
で
は
夜
空
を

彩
る
大
輪
の
花
に
、
見
物
客
か
ら

歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

日
の
本
祭
で
は
、
第

回
つ

12

11

べ
つ
川
の
ぼ
り
大
会
、
特
産
ビ
ー

フ
ま
つ
り
、
食
べ
物
や
名
産
品
の

出
店
な
ど
に
多
く
の
人
が
集
ま
り
、

快
晴
の
夏
の
一
日
を
満
喫
し
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
に
は
友

好
都
市
・
船
橋
市
の
尽
力
に
よ
り
、

大
人
気
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・

ふ
な
っ
し
ー
が
登
場
。
子
ど
も
た

ち
と
の
交
流
な
ど
で
、
会
場
を
埋

め
た
町
内
外
か
ら
の
観
客
を
沸
か

せ
ま
し
た
。

【
受
給
者
証
を
提
示
す
る
こ
と
で
医
療
機

関
の
窓
口
負
担
が
０
円
に
な
り
ま
す
】

平
成

年
８
月
か
ら
道
内
の
医
療
機
関
で
受

２７

診
し
た
際
、
受
給
者
証
を
提
示
す
る
こ
と
で
窓

口
負
担
が
０
円
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
容
器

代
等
の
保
険
適
用
外
は
除
き
ま
す
。

ま
た
、
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
医
療
機
関
等

で
受
診
し
た
場
合
は
、
今
ま
で
ど
お
り
領
収
書

を
役
場
に
持
参
の
上
、
医
療
費
を
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

【
母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
の
方
が

助
成
対
象
に
な
り
ま
す
】

ひ
と
り
親
家
庭
で
、

歳
未
満
の
児
童
・
生

18

徒
及
び
そ
の
児
童
等
を
養
育
し
て
い
る
方
が
対

象
で
す
。
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
児
童

等
が

歳
未
満
ま
で
対
象
と
な
り
ま
す
（
申
請

20

に
は
在
学
証
明
書
が
必
要
）。

受
給
者
証
は
、
各
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ

と
で
、
医
療
費
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
親
の
外
来
は
医
療
機
関
で
発
行
さ

れ
る
領
収
書
を
役
場
に
持
参
の
上
、
医
療
費
の

請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
～
２
級

と
３
級
（
内
臓
疾
患
の
み
）、
療
育
手
帳
「
A
」

判
定
の
方
な
ど
で
す
。

受
給
者
証
は
、
各
医
療
機
関
で
提
示
す
る
こ

と
で
、
医
療
費
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※

住
民
税
課
税
で

歳
以
上
の
一
定
の
障
が

65

い
が
あ
る
方
（
障
が
い
後
期
医
療
制
度
加
入
者
）

は
、
自
己
負
担
が
１
割
と
な
り
ま
す
が
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
も
同
じ
１
割
と
な
り
ま
す
の

で
、
受
給
者
証
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課

健
康
医
療
グ
ル
ー
プ

福
祉
医
療
担
当
厩
番
窓
口

緯

室
２
１
５
１
（
内
線
２
２
９
）

76

各
種
医
療
費
助
成
事
業
の

受
給
者
証
は
届
い
て
い
ま
す
か

町
で
は
、
北
海
道
と
共
同
で
医
療
費
の
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
受
給
者
証
は
毎

年
７
月
に
更
新
し
て
い
ま
す
。

現
在
助
成
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
方
に
は
、
７
月
下
旬
に
郵
送
し
て
い
ま
す
が
、
も
し
届
い
て
い

な
い
方
が
い
ま
し
た
ら
役
場
担
当
ま
で
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
助
成
事
業

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
事
業

「
非
核
・
平
和
の
町
宣
言
」
の
決
議

世
界
の
恒
久
平
和
と
豊
か
で
安
全
な
地
域
環
境
を
守
る
こ
と
は
、

全
世
界
の
共
通
の
願
い
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
切
な
る
人
類
の
願
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
今
な
お
こ
の
地
球

上
に
は
大
量
の
核
兵
器
が
蓄
積
さ
れ
、
核
実
験
・
核
競
争
が
行
わ
れ
、

こ
の
脅
威
か
ら
解
放
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
核
兵
器
の
使
用
は
地

球
を
破
壊
し
、
す
べ
て
の
人
類
、
す
べ
て
の
文
明
を
破
滅
さ
せ
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

世
界
唯
一
の
被
爆
体
験
国
で
あ
る
日
本
国
民
は
、
こ
の
過
ち
を

再
び
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
核
兵
器
の
廃
絶
を
世
界
に
訴
え
続

け
、
核
競
争
に
歯
止
め
を
か
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

愛
林
の
町
を
宣
言
し
て
い
る
私
た
ち
津
別
町
民
は
、
緑
豊
か
な

自
然
と
郷
土
を
守
り
子
孫
に
伝
え
る
た
め
に
も
、
非
核
三
原
則
の

作
ら
ず
・
持
た
ず
・
持
ち
込
ま
せ
ず
の
理
念
を
尊
守
し
、
恒
久
平

和
の
実
現
を
願
い
、
こ
こ
に
「
非
核
・
平
和
の
町
宣
言
」
を
す
る
。

以
上
、
決
議
す
る
。

平
成

年
９
月

日

北
海
道
網
走
郡
津
別
町
議
会

10

25

今
年
で

回
目
の
終
戦
記
念
日
を
迎
え
ま
す
。
し
か
し
、
今
な

70

お
広
島
・
長
崎
の
原
爆
の
後
遺
症
に
苦
し
む
多
く
の
人
た
ち
が
い

ま
す
。

核
も
戦
争
も
な
い
平
和
な
世
界
は
人
類
の
願
い
で
あ
り
ま
す

が
、
テ
ロ
と
報
復
戦
争
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。

津
別
町
は
、
平
成

年
９
月
に
左
記
の
「
非
核
・
平
和
の
町
宣

10

言
」
を
行
い
、
核
兵
器
の
廃
絶
を
訴
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成

年
に
は
幸
町
の
忠
魂

14碑
跡
地
に
「
平
和
の
碑
」

を
建
立
し
、
恒
久
平
和
の

実
現
を
願
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成

年
に
、

21

連
帯
し
て
世
界
恒
久
平

和
の
実
現
を
願
う
「
平
和

市
長
会
議
」
に
加
盟
し
ま

し
た
。

乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
事
業


